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第４回GREMOシンポジウム「産学連携で加速する名大モビリティGX・DX」
産学連携研究事例 1

名古屋大学との共同研究および研究部門設置について

2024.11.29 TTDC/名古屋大学 吉川 正
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吉川 正
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社 (TTDC)
  計測シミュレーション事業本部 事業基盤改革部

Chief Professional Expert (部長格)

名古屋大学 未来社会創造機構  
TTDCモビリティ社会統合ソリューション研究部門

  部門長 / 特任准教授 (Designated Associate Professor)
ミライバレーコンソーシアム 事務局長■経歴

・豊和工業株式会社 (1991年～2002年)
自動車部品自動加工ライン向けトランスファマシンのモニタリングシステム

 ⇒各自動車工場の号口ラインで広く採用されライン保守性の向上に寄与

・株式会社トヨタマックス (2002年～2006年) 
     小型軽量の高精度姿勢センサーシステム 
 ⇒「愛・地球博（2005年日本国際博覧会）」のトヨタグループ館の全ロボットに搭載し大きく貢献

・トヨタテクニカルディベロップメント株式会社 (2007年～)
 自動車生産ラインの通信のシームレス化 ⇒トヨタ車両検査ライン工場で作業性向上に寄与、世界展開
 各生体信号（脳波含む）を低ノイズ、超小型で計測するシステム ⇒ 人の状態推定研究での先駆け

2014年 イノベーション事業部長を経て、名古屋大学に研究部門を立ち上げ(2021年）現在に至る

自己紹介
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TTDCとは
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（１）企業の将来戦略と投資の動機付け

（２）学のベンチマークと投資判断基準

（３）投資後の成果の確認と継続性

本日の内容

・企業（TTDC）が如何にして、名古屋大学に大型研究投資（共同研究・研究部門）
を決断したのか？ ⇒ その背景と経緯を示す

・現在、研究部門設置から3年が経過
⇒  企業・大学でどのように活動し前進したのかを述べる
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（１）企業の将来戦略と投資の動機付け
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TTDC 計測シミュレーション事業(いままでと今後）

水素シミュレーション

バッテリモデル開発

粒子法高速化

EV-シミュレータ

ADSロガー開発

AIパイプライン

HILS開発(ADS,センサSim)

クラウドシミュレーション

将来技術への進化

車の開発環境構築ノウハウ ⇒ 未来のモビリティ・街づくりに貢献

2020 2030 ～2050

Autono
mous

Connec
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Air 
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Energy 
Manag
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Community/City

Connected city

Mobility Space 
Mobility 社会活動プラットフォーム

社会活動シミュレーション

Infrastructure

Vehicle

事業/
エネルギー規模

大
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(１）企業の将来戦略と投資の動機付け

TTDCの統合ソリューション
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(１）企業の将来戦略と投資の動機付け

Measurement （はかる）

車の知見をもとに制御を可視化（走る・曲がる・止まる）
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MBDは各モデルの粒度・速度と結合が大切 ⇒ モデルを理解し開発フェイズに応じたモデル群を準備

(１）企業の将来戦略と投資の動機付け

MBD (Model Based Development モデルベース開発)
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A B

(１）企業の将来戦略と投資の動機付け

研究コンセプト
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(１）企業の将来戦略と投資の動機付け

出口
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（２）学のベンチマークと投資判断基準
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(2)学のベンチマークと投資判断基準

大学ベンチマーク
【未来のモビリティ・街づくり関係】ベンチマーク結果

教授名

（代表的） 可視化
制御

モデル

ヒューマン

モデル

社会

活動

OS

都

市

OS

モビリ

ティ

エネル

ギー

医療

健康

第１次

産業

イン

フラ

コミュ

ニティ
データ

N大
*************

*****,*****,*****

**,**,**

**,**,**
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

***

***
JST、国交省

***

***

TK大 ****,****,****,****

**,**,**

**,**,**

**,**,**

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
***

***

SIP

JST、国交省

***

***

TH大 ****,****,****,**** **,**,** 〇 〇 〇 〇 *** JST、国交省 ***

TN大 **** ,***** **,**,** 〇 〇 〇 〇 〇 SIP、JST

大学

事業体
研究組織

連携地域

(代表的)
国プロ

連携企業

(代表

的）

研究(技術）領域

要素技術 都市機能
社会

実証

DX,AI

※2020年当時

連携相手の調査に活用 エビデンス：KPI
・論文の総被引用数・h-index
・獲得外部資金総額（JST、科研費、SIP、NEDO等） ※KAKENデータベース

絞り込み後、
TTDC視点で再評価
   （マッチング確認）

共同研究テーマ
ビジネスモデル

（可能性）

技術課題

不足技術
予算規模

技術力

（ブランド力）
（人員派遣） 採用実績

事業戦略 技術戦略 国プロ 学会
他大学・研究

機関連携

、「先進ビークル」、「モ

ビリティサービス」、「社

会的価値」の3領域を

研究領域として掲げ、

関連分野の研究者が

集結

専門分野 ネットワーク力
共同研究コンセプト

（当社戦略との合致性）

一般的視点TTDCの視点 当社との関係

1)組織的に研究活動を実施している大学 ⇒ 研究・社会実装・連携地域・外部資金・連携企業でベンチマーク
2)企業(TTDC)視点、一般的視点での再評価を行い、マッチングを確認
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(2)学のベンチマークと投資判断基準

名古屋大学 GREMO自己評価より編集

・モビリティ研究において、
  研究実績、国プロの評価とも

日本最高位
・2019年度

獲得研究費10億超
関連教員 100名超

・他大学
（東大、神奈川工大など、

海外UCLAなど）
・研究機関（産総研など）

との連携実績
・コネクション豊富

名古屋大学GREMOの自己評価（エビデンス）も投資への後押し

※2020年当時
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(2)学のベンチマークと投資判断基準

研究部門設置メリット

企業(TTDC)が名古屋大学に研究部門を設置するメリットを会社幹部へ説明

※2020年当時
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(2)学のベンチマークと投資判断基準

経営層への上程時のポイント

項目 内容

名古屋大学
未来社会創造機構

産業界と連携したイノベーションの創出
「居住地に関わらず、充実した学び・仕事・サービスが得られ大きな生きがいを持てる社
会」を目指して、研究開発と社会実装を計画

TTDC モビリティ開発において、「Measurement（はかる）、MBD（モデルベース開発）
を基軸に統合ソリューション」を行いトヨタグループを牽引
⇒ TTDCとしてスマートシティに向け次の未来を創る

技術 サービスプラットフォーム(Synerex)
MBD開発環境技術（人中心のモデル研究）
⇒研究成果を統合ソリューションとして社会実装し加速

プログラム 卓越大学院プログラム(20年度採択済)
共創の場形成支援(20年度育成型採択）
産学コンソーシアム(21年度企画）

「未来のモビリティ・街づくり」に向けた産学共同研究部門の設置

大学・企業の方向性・必要技術・プログラムが連動・マッチングし、企業(TTDC)が設置を決断

※2021年当時
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（３）投資後の成果の確認と継続性
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(3)投資後の成果の確認と継続性

体制と運営

・半期に一度 名大－企業 TOP懇談会（成果・課題の確認・議論と実施判断)
・１研究室を超えて１つのテーマを実施
・オープンイノベーション推進室と連携した社会実証の場・他社連携機会の創出
・大型プログラムを通じた研究・技術・先生方、地域との新たなつながり

※2021年当時

TOP懇談会とは、名古屋大学未来社会創造機構長と、
TTDC社長のTOPどうしが懇談する場
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エビデンス

部門開設後単独

2021-2023
※1

特記事項

研究成果

査読論文 6 DiIMoの実績

学会発表 22 ↑(国際学会4含) 

社外講演 7
学会、企業ウェビナー、
NEDO、自治体Week出展

特許・商標 4
DiiMo特許、商標
バーチャル公民館 商標

コネクション 名大研究者 18
工学関係から、情報、土木、心理、医学、
教育、環境学まで幅広く繋がり

賛同者集め 企業・団体 3
・奥三河ミライバレーコンソーシアム設立
・タテシナ会議分科会基幹企業
・J-QuAD

自治体との連携 1 ・新城市

※1..計画（見込）含

価値

価値を武器に、大学のオープンイノベーション環境ならではの繋がり・広がり

チャレンジ（技術力向上）⇒発表（価値向上）⇒繋がり（オープンイノベーション）

オープンイノベ―ション

※2023年当時

(3)投資後の成果の確認と継続性

部門の価値
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(3)投資後の成果の確認と継続性

大学を通じたつながり

・名古屋大学の先生とのつながり（文理融合：機械システム、交通、土木、心理、医学、社会教育学…）
・自治体とのつながり（新城市、豊田市、淡路市..）
・企業とのつながり（J-QuAD、DENSO..)
・分科会、コンソーシアム等を通じたつながり(タテシナ分科会、奥三河ミライバレー…)

大学に入り込んだことにより、多くの「つながり」が生まれ、新たな価値を創出

共同研究テーマに連動した
社会人ドクターの育成

※2023年当時
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(3)投資後の成果の確認と継続性

研究の歩み

※2023年当時

部門開設(2020)～部門１期(2021-2023)：出口を定義・価値を高め、賛同者・外部資金を集めた
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社会活動
プラットフォーム

社会活動
シミュレーション

(3)投資後の成果の確認と継続性

研究から企画した２つのソリューション

この後、共同研究先の
鈴木先生・山本先生より紹介
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まとめ

✓ 社会課題・企業の将来戦略
⇒5～10年先につながるテーマ（次のビジネス）を企画

✓ 企業単独では達成困難（技術・リソース・資金）
⇒組織連携ができる大学をベンチマークし、企業(TTDC)とマッチング

名古屋大学に研究部門部門設置・指定共同研究開始
    ⇒大学に入り込んだことにより、多くの「つながり」が生まれ新たな価値を創出

✓ TOP懇談会 （名古屋大学(未来社会創造機構長)ー企業(TTDC社長)) 年2回開催
⇒ 活動の活性化に寄与

✓ 成果と継続性 (以下のサイクルを回す）
 ①出口を定義 ②価値を高める ③賛同者、外部資金を集める

 ④事業部（社内）と一体活動の中でH/O（技術・人）
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END
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